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強風に耐える

架ア;モケーブル特にFrl+支持形ケーブルの拉人のl放は凪である｡

臼+支持形ケーブルが近-ヱト急迫に‡己述したかげには,強風トーで

の振動による断線などの問題を解決するための多くの改1呈がな

されてきた｡

まず,風圧拡抗をf†･ik少させるとし､う見地からは,窓明きヒョ

ウタン形ケーブルが偶発された｡二れはケーブル本体とワイヤ

をlり臥い二押し州して一一体化するととい二,その連結部に-･延l圭1j

【柘の窓をあけたものである｡また,こ叫満j立は二気り線,保′二川三業

の能ヰく化にも其献している｡

一一方,プJギニ的な批動l妨+上二の見地かノJ∴ケ撚形が偶発されたが,

鮎土工柑の簡略化と架線効率をあげるために,形状の改善をは

かったのがヘリカルヒョウタン形ケ【ブルである｡すなわち､

-▲休に被榎されたケ【ブル本体とワイヤが,あらかじめ工機で

一一1上のピッチでより′ナわされたものである｡

姑江では,分場シースや人サイズケーブルの訂安に対処して,

仙共耶りな聖望j立法による新しいヘリかレヒョウタン形ケーブルを

開発Lた｡

その柑毀を偶成する才･1㍉汀は,プラスチック押オーi機内の心,[コ

1てを交‾仙二阿転させ.ワイヤにケ【ブル本体をプ.三イJ･に巻きつけ

ながら,仙j丹をr･l川与被招する払立法である｡

このような独特の鮎立法による上土転ヘリカルヒョウタン形ケ

〉,ブルは,強風時にも顕著な振動肋⊥[二効米があり,また,要求

される過耐iな【卦粂f′いこもすべて対J心可能とするものである｡(二′‡

真は,土去期恕設試験小のタフレックスシ【ス(披付令属シース)

ノ丈転ヘリカルヒョウタン形ケ【ブル)




